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ロ
ー
タ
リ
ー
意
識
高
揚
月
間（
地
区
）

 

平
成
26
年
７
月
24
日
（
木
） 

会
員
卓
話 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

 
 

会
員 

59
名 

出
席
計
算
数 51

名
中
45
名
出
席 

出
席
率
88
・
24
％ 

前
々
回
出
席
率
96
・
00
％ 

  
例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
14-
15
年
度 

派
遣
青
少
年
交
換
学
生
壮
行
会 

★
バ
ナ
ー
披
露 

★
会
員
卓
話 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
わ
れ
ら
ひ
ま
わ
り
」 

指 

揮 

者 

鬼
頭 
茂
成 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 
玲
子 

 

ゲ
ス
ト 

会
員
組
織
委
員
会
ゲ
ス
ト 

フ
エ
ル
テ
ッ
ク
株
式
会
社 

取
締
役
工
場
設
備
事
業
部
部
長 

後
藤 

麻
友
さ
ん 

14-

15
年
度
派
遣
青
少
年
交
換
学
生 

 
 

 
 

 
 

 
 

伊
藤 

彩
香
さ
ん 

伊
藤 

彩
香
さ
ん
お
母
様 

 
 

 
 

 
 

 
 

伊
藤 

美
香
さ
ん 

  

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

後
藤
さ
ん
よ
う
こ
そ
。
み
な
さ
ん
、よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

髙
木 

政
義 

後
藤
さ
ん
よ
う
こ
そ
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。 

大
原 

敏
正
・
丹
下 

富
博 

２
０
１
５
年
６
月
サ
ン
パ
ウ
ロ
Ｒ
Ｉ
国

際
大
会
出
席
の
為
、
す
で
に
航
空
券
を

購
入
し
ま
し
た
。 

 
 

吉
田 

隆
彦 

２
，０
０
０
円
納
め
て
卓
話
を
し
ま
す
。 

杉
浦 

令
淑 

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

川
畑 

博
敬 

暑
さ
に
負
け
ず
に
。 

 

田
崎 

雅
三 

大
上
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

宇
野 

史
仁 

面
接
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
浅

野
さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

渡
辺 

観
永 

佐
藤
さ
ん
、
川
畑
さ
ん
、
田
崎
さ
ん
、

先
日
は
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

大
上 

晃
延 

  

会
長
挨
拶 

 

会
長 

髙
木 

政
義 

７
月
20 

日(

日)

愛
知 

ロ
ー
タ
リ
ー 

Ｅ
ク
ラ
ブ
の 

認
証
状
伝
達 

式
に
岡
部
さ 

ん
と
と
も
に
出
席
し
ま
し
た
。翌
21
日
、

さ
っ
そ
く
Ｅ
ク
ラ
ブ
で
メ
ー
ク
ア
ッ
プ

を
し
て
み
ま
し
た
。
デ
ス
ク
で
の
サ
イ

ン
よ
り
は
出
席
と
し
て
の
内
容
が
あ
る

で
し
ょ
う
。
す
ぐ
に
メ
ー
ク
ア
ッ
プ
証

明
書
が
メ
ー
ル
で
届
き
ま
し
た
。
Ｈ
Ｐ

は
今
後
大
き
く
進
化
し
て
よ
り
楽
し
い

も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
分
野
の

10
年
、
20
年
先
の
様
子
は
想
像
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

こ
の
Ｅ
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
の
印
象
は
、

今
後
Ｅ
ク
ラ
グ
数
が
増
加
し
、
従
来
タ

イ
プ
の
ク
ラ
ブ
数
を
超
え
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
で
す
。
Ｅ
ク
ラ
ブ
の
特
徴
は

ク
ラ
ブ
運
営
の
「
柔
軟
性
」
で
す
。 

１
．例
会
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

し
た
が
っ
て
例
会
費
の
負
担
が
あ
り

ま
せ
ん
。 

 

２
．例
会
場
（
ホ
テ
ル
）
近
く
に
事
務
所

を
賃
借
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

つ
ま
り
固
定
費
が
非
常
に
小
さ
い
身

軽
な
ク
ラ
ブ
運
営
が
で
き
ま
す
。
当
ク

ラ
ブ
の
例
会
費
、
会
費
、
諸
分
担
金
の

合
計
額
約
44
万
円
に
対
し
て
Ｅ
ク
ラ

ブ
の
年
会
費
は
６
万
円
と
、
会
員
の
負

担
に
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
。
会
費
収

入
に
よ
る
委
員
会
活
動
費
は
事
務
所
維

持
関
連
費
用
で
大
き
く
圧
迫
さ
れ
て
い

ま
す
。 

３
．会
員
全
員
が
参
加
す
る
集
会
は 

開
催
さ
れ
ま
す
。 

Ｅ
ク
ラ
ブ
と
い
っ
て
も
会
員
全
員
が

集
ま
る
場
は
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎

週
定
め
ら
れ
た
曜
日
の
一
定
時
間
一
定

の
場
所
で
の
「
例
会
」
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
開
催
時
期
、
回
数
、
場
所
な

ど
全
て
が
自
由
で
す
。
目
的
に
あ
っ
た

集
会
が
機
動
的
に
開
催
で
き
ま
す
。 

今
後
の
Ｅ
ク 

ラ
ブ
増
加
の
も 

う
一
つ
の
要
因 

は
、
従
来
タ
イ 

プ
の
ク
ラ
ブ
か 

ら
Ｅ
ク
ラ
ブ
へ 

の
変
更
で
す
。
こ
の
手
続
き
が
認
め
ら

れ
れ
ば
Ｅ
ク
ラ
ブ
の
利
点
を
考
慮
し
て

多
く
の
ク
ラ
ブ
が
手
続
き
を
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
現
在
あ
る

少
人
数
（
30
名
前
後
）
の
ク
ラ
ブ
は
実

態
か
ら
す
る
と
Ｅ
ク
ラ
ブ
が
ク
ラ
ブ
形

態
と
し
て
適
当
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

近
い
将
来
、
今
の
Ｅ
ク
ラ
ブ
の
「
Ｅ
」

が
な
く
な
り
、
従
来
タ
イ
プ
の
ク
ラ
ブ

に
特
別
な
名
称
が
付
く
こ
と
に
な
る
と

の
予
想
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

  

会
員
卓
話 

地
区
Ｉ
Ｔ
委
員
会 

杉
浦 

令
淑 

                  

＊
当
ク
ラ
ブ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い

て
、
制
作
者
の
杉
浦
令
淑
さ
ん
よ

り
ご
説
明
頂
き
ま
し
た
。 
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派
遣
青
少
年
交
換
学
生
壮
行
会 

髙
木
政
義
会
長
よ
り
、
派
遣
青
少
年

交
換
学
生
の
伊
藤
彩
香
さ
ん
へ
、
お
餞

別
・
バ
ナ
ー
・
名
刺
・
名
古
屋
市
長
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

         

派
遣
先
Ｒ
Ｃ
：
第5

5
8

0

地
区 

R
o

ta
ry

 C
lu

b
 o

f D
u

lu
th

 

ア
メ
リ
カ 

ミ
ネ
ソ
タ
州
ダ
ル
ー
ス
市 

 

バ
ナ
ー
披
露 

 
 

 
 

神
田 

 

憲 

・
豊
田
Ｒ
Ｃ
／
第2

7
6

0

地
区 

       

委
員
長
所
見 

 

（
７
月
17
日
例
会
） 

地
区
研
修･

協
議
会
実
行
委
員
長 

 
 

 
 

 
  

鬼
頭 

茂
成         

２
７
６
０
地
区
の
「
２
０
１
５
～
２

０
１
６
年
度
地
区
研
修
・
協
議
会
」
を

名
古
屋
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
ホ

ス
ト
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

ク
ラ
ブ
で
は
実
行
委
員
会
を
組
織
し

て
、
会
員
全
員
で
こ
の
事
業
を
行
い
ま

す
。
瀬
戸
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
加
藤

陽
一
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
の
指
導
の
下
、

ウ
エ
ス
テ
ィ
ン
・
ナ
ゴ
ヤ
キ
ャ
ッ
ス
ル

で
、
２
０
１
５
年
５
月
10
日
（
日
）
に

開
催
し
ま
す
。 

ま
た
、そ
れ
を
運
営
す
る
た
め
の「
指

導
者
会
議
」
を
、
同
じ
く
ウ
エ
ス
テ
ィ

ン
・
ナ
ゴ
ヤ
キ
ャ
ッ
ス
ル
で
、
４
月
12

日
に
開
催
し
ま
す
。
実
行
委
員
会
は
９

月
か
ら
準
備
を
進
め
て
こ
れ
に
あ
た
り

ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。 

  

受
入
青
少
年
交
換
学
生 

フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー 

青
少
年
奉
仕
委
員
長 

宇
野 

史
仁 

 

７
月
12
日
、
１
年
間
の
留
学
を
終
え

て
16
日
に
帰
国
す
る
予
定
の
ア
ク
セ
ル

の
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
が
、
想
念

寺
に
て
開
か
れ
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
を
中
心
に
約
30
名
ほ
ど
お
集
ま

り
頂
き
ま
し
た
。 

髙
木
会
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
吉

田
隆
彦
さ
ん
の
乾
杯
の
発
声
後
、
参
加

者
は
美
味
し
い
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な

が
ら
、
ア
ク
セ
ル
の
思
い
出
話
に
花
を

咲
か
せ
ま
し
た
。 

ア
ク
セ
ル
が
一
年
間
お
世
話
に
な
っ

た
星
城
高
等
学
校
の
渡
辺
先
生
か
ら
も

温
か
い
ご
挨
拶
を
頂
き
、
ア
ク
セ
ル
か

ら
感
謝
の
気
持
ち
と
お
礼
の
言
葉
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
、

ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
、
ア
ク
セ
ル
も
「
帰

り
た
く
な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。 

髙
木
会
長
か
ら
ア
ク
セ
ル
へ
帰
国
後

の
活
躍
を
期
待
す
る
と
述
べ
ら
れ
、
会

か
ら
日
本
の
お
土
産
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

２
時
間
の
パ
ー
テ
ィ
は
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
て
、
木
村
前
年
度
会
長
の
締
め

の
ご
挨
拶
で
ア
ク
セ
ル
の
今
後
の
活
躍

を
祈
念
し
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ア
ク
セ
ル
君
挨
拶 

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
名
古
屋
大
須

ロ
ー
タ
リ
ー
の
み
な
さ
ん
、
私
は
７
月

16
日
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
へ
帰
り
ま
す
。

で
も
、
本
当
は
帰
り
た
く
な
い
。
１
年

間
、本
当
に
楽
し
か
っ
た
。渡
辺
さ
ん
、

林
さ
ん
、
吉
田
さ
ん
、
鬼
頭
さ
ん
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
日
本
に
来
ま

す
。
そ
の
と
き
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

                    

派
遣
青
少
年
交
換
学
生 

帰
国 

青
少
年
奉
仕
委
員
長 

宇
野 

史
仁 

派
遣
青
少
年
交
換
学
生
の
渡
辺 

瑞
加

さ
ん
が
、
７
月
９
日(

水)

１
年
の
留
学

を
無
事
に
終
え
、
フ
ラ
ン
ス 

コ
ニ
ャ
ッ

ク
よ
り
元
気
に
帰
国
し
ま
し
た
。 

帰
国
報
告
は
７
月
31
日
例
会
に
て

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

               

８
月
７
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

 

例
会
変
更 

同
日 

納
涼
夜
間
例
会 

ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
ナ
イ
ト 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

３
Ｆ｢

バ
ロ
ッ
ク
の
間｣ 

受
付
18
時
00
分 

例
会
18
時
30
分 

８
月
14
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

定
款
規
定
に
よ
り
休
会 

事
務
局
夏
期
休
暇 

８
月
12
日
（
火
）
～
15
日
（
金
）  

  

広
報
委
員
会 

 
 

林 
 

順
治 

杉
浦 

令
淑
・
内
藤 

 

明 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 

中部国際空港セントレアにて 
 


	「われらひまわり」

